
り
坂
の
あ
る
ル
ー
ト
で
す
が
、ゆ
る
や
か
な
高

低
差
で
、景
色
も
季
節
ご
と
に
様
変
わ
り
し
、

歩
き
甲
斐
の
あ
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
左
手
に
は
尾
鷲
の
味
覚
を
さ
ま
ざ
ま
に
揃

え
た
レ
ス
ト
ラ
ン「
夢
古
道
お
わ
せ
」と
海
洋

深
層
水
の
お
風
呂「
夢
古
道
の
湯
」が
あ
る
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
。
歩
き
終
え
た
後
に
ゆ
っ

く
り
過
ご
す
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
「
段
丘
地
形
の
中
に
田
ん
ぼ
が
作
ら
れ
た
向

井
地
区
に
は
甘
夏
畑
も
あ
り
、尾
鷲
市
内
で
も

農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
」と
川
口 

洋
司
さ

ん
。
道
沿
い
の
畑
に
は
向
井
の
特
産
品
で
あ

る「
と
き
わ
漬
」の
大
根
や
伝
統
野
菜
の
青
唐

　
今
回
の
散
策
の
起
点
は「
三
重
県
立
熊
野
古

道
セ
ン
タ
ー
」で
す
。
熊
野
古
道
を
中
心
と
し

た
歴
史
や
文
化
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
す
る
施

設
で
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
建
物
に
は
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
６
５

４
９
本
が
使
わ
れ
て
い
て
、周
り
の
自
然
景
観

に
も
な
じ
ん
で
い
ま
す
。

　
広
大
な
芝
生
広
場
を
通
り
抜
け
、坂
道
を
進

ん
で
い
き
ま
す
。
最
初
は
上
り
坂
、中
盤
は
下

辛
子「
虎
の
尾
」の
畑
が
あ
り
ま
す
。「
夢
古
道
」

を
通
り
過
ぎ
、左
へ
曲
が
る
と
看
板
と
コ
ン
テ

ナ
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
甘
夏
畑

か
ら
世
代
交
代
し
た
、約
３
０
０
鉢
、20
種
類

の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
す
る「
お
わ
せ
む
か

い
農
園
」で
す
。
シ
ー
ズ
ン
に
は
自
分
で
摘
み

取
る「  
お
買
い
物
狩
り
」が
人
気
の
よ
う
で
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
ヒ
ノ
キ
の
木
陰
を
歩
い
て
森

林
浴
ゾ
ー
ン
。
所
々
に
甘
夏
の
木
を
眺
め
、道

な
り
に
進
ん
で
い
く
と
T
字
路
に
出
ま
す
。

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」の
コ
ー
ス
は

こ
こ
で
右
に
曲
が
り
ま
す
が
、川
口
さ
ん
に
勧

め
ら
れ
て
左
の
坂
道
を
上
が
っ
て
い
く
と
、10

人
里
を
離
れ
、夜
は
満
天
の
星
空
を
眺
め
る
抜

群
の
開
放
感
で
す
。
こ
こ
で
引
き
返
し
、T
字

路
ま
で
坂
道
を
下
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
軒
の
民
家
を
通
り
過
ぎ
る
と
右
手
に
鳥

居
が
見
え
ま
し
た
。
向
井
地
区
の
氏
神・八
柱

神
社
で
、天
津
日
子
根
命
な
ど
８
柱
の
ご
祭
神

を
祀
り
、地
元
で〝
八
柱
さ
ん
〞と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
道
へ
と
戻
る
と
尾
鷲
市
立
向
井
小
学
校

で
、海
抜
43
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
災
害
時
の
避
難

所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
右
手
に
見
え
る
ビ

分
弱
で
眺
望
の
効
く
高
台
に
出
ま
し
た
。
目

の
前
に
尾
鷲
湾
、そ
の
海
を
取
り
巻
く
よ
う
緑

の
山
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
正
面
に
見

え
る
峰
々
は
、便
石
山
、熊
野
古
道
伊
勢
路
の

馬
越
峠
、天
狗
倉
山
、そ
し
て
オ
チ
ョ
ボ
岩
と
、

そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
の
が
尾
鷲
ト
レ
イ
ル
で
す
」

と
川
口
さ
ん
。
全
長
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、累

積
標
高
差
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
な
る
県
内

屈
指
の
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
眼
下
に
は
、甘
夏
の
段
々
畑
を
利
用
し
た
テ

ン
ト
サ
イ
ト「
キ
ャ
ン
プ
場
ミ
ノ
レ
  」。
白
い

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
が
目
を
惹
き
ま
す
。

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
育
つ
の
は
、〝
森
の
キ
ャ
ビ

ア
〞と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
で
す
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
み
、庚
申
塚
の
あ
る
墓
地

を
過
ぎ
て
、六
地
蔵
で
左
に
曲
が
る
と
観
音
寺

が
あ
り
ま
す
。
元
和
元（
１
６
１
５
）年
に
、市

内
林
町
の
常
聲
寺
５
世
を
迎
え
て
開
山
、天
和

元（
１
６
８
１
）年
に
創
建
さ
れ
た
曹
洞
宗
の

お
寺
で
す
。

　
住
宅
街
を
進
み
、十
字
路
に
出
ま
す
。
コ
ー

ス
は
真
っ
直
ぐ
海
へ
と
向
か
い
ま
す
が
、左
方

面
は
熊
野
古
道
八
鬼
山
へ
と
続
く
道
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
踏
切
を
越
え
、県
道
を
渡
っ
た
先
に
尾
鷲
湾

伊
続
風
土
記
』に
、「
向
井
村
の
辨
財
天
島
」と

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
時
を
経
て
朽
ち
て
い
た

祠
を
昭
和
36（
１
９
６
１
）年
に
向
井
地
区
が

再
建
し
、旧
暦
３
月
３
日
を
祭
礼
日
と
定
め
、

自
治
会
が
毎
年
祭
礼
を
行
って
い
ま
す
。

　
海
沿
い
に
歩
い
て「
三
重
県
立
熊
野
古
道
セ

ン
タ
ー
」の
看
板
で
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
ス
ポ
ッ
ト
、村

嶋
不
動
滝
へ
と
遊
歩
道
を
進
み
ま
す
。
初
夏
、

照
葉
樹
に
囲
ま
れ
た
小
川
を
、大
型
の
野
草
ハ

に
面
し
た「
黒
の
浜
」が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

は
良
質
の
黒
い
砂
が
と
れ
た
よ
う
で
、春
か
ら

初
夏
の
干
潮
時
に
は
潮
干
狩
り
も
楽
し
め
た

よ
う
で
す
。

　
尾
鷲
湾
に
浮
か
ぶ
緑
の
小
島
は
地
元
で〝
べ

ざ
い
さ
ん
〞と
呼
ば
れ
る
弁
財
島
。
潮
が
引
け

ば
島
へ
と
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
島
の
前
に

建
つ
赤
い
鳥
居
を
く
ぐ
って
い
く
と
、山
頂
の
小

さ
な
祠
に
海
上
安
全
、災
難
除
の
弁
財
天
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
弁
財
天
は
七
福
神
の
一
つ
。

い
つ
頃
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
か
、起
源
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
後
期
の
天
保
10（
１
８

３
９
）年
に
紀
州
藩
が
完
成
さ
せ
た
地
誌『
紀

ン
カ
イ
ソ
ウ
の
黄
色
い
花
が
彩
り
ま
す
。
地

元
で〝
村
嶋
の
滝
〞と
呼
ば
れ
る
村
嶋
不
動
滝

は
、直
下
型
の
美
し
い
滝
。
昔
、行
者
が
修
行

す
る
た
め
に
、不
動
尊
を
祀
り
、小
径
を
付
け

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
た
道
に
戻
り
、な
だ
ら
か
な
石
畳
の
道
を

上
れ
ば
、ゴ
ー
ル
の
古
道
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
尾
鷲
の
海・山
の
眺
望
を
楽
し
み
、小
鳥
の

さ
え
ず
り
や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
た
っ
ぷ
り
の
滝
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。
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海・山
の
眺
望
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
海
と
山
に
囲
ま
れ
、漁
業
や
林
業
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
て

き
た
尾
鷲
市
で
は
、健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マッ
プ
を
市
内
に
20
コ
ー
ス
設
定
。
効
果
的
に
歩
け
る
よ
う
、

運
動
強
度
、歩
数
、消
費
カ
ロ
リ
ー
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
一
つ「
向
井
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
」は
海
と
山
の
雄
大
な
景

色
を
堪
能
で
き
る
ル
ー
ト
。
市
の
南
東
部
に
あ
る
向
井
地

区
に
は
集
客
交
流
拠
点
の「
三
重
県
立
熊
野
古
道
セ
ン

タ
ー
」と「
夢
古
道
お
わ
せ
」が
あ
り
、観
光
資
源
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
、傾
斜
面
に
は
農
地
が
広
がって
い
ま

す
。
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
キ
ャ
ン
プ
場
も
で
き
て
い
ま
す
。

　
前
半
は
上
り
坂
で
す
が
、高
台
か
ら
尾
鷲
湾
と
山
並
み
を

眺
め
、田
園
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
下
り
、海
沿
い
を
通
り

過
ぎ
て
、マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
る
滝
に
寄
り
道
。
尾
鷲

の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。
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丘
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絶
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堪
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の
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今回ご案内
いただいた
のは、健康
ウォーキン
グを推奨し、
毎週「木曜

ウォーキング」を主宰する川口 
洋司さん。熊野古道語り部も
務めています。



り
坂
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あ
る
ル
ー
ト
で
す
が
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る
や
か
な
高
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も
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ご
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に
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し
、
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あ
る
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と
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ま
す
。
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の
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の
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き
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後
に
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く
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も
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。
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の
特
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で
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や
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青
唐

　
今
回
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散
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す
。
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史
や
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を
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し
く
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す
る
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で
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紀
伊
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地
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場
と
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道
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世
界

遺
産
に
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と
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機
に
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し
ま
し
た
。
建
物
に
は
尾
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ヒ
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キ
６
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９
本
が
使
わ
れ
て
い
て
、周
り
の
自
然
景
観

に
も
な
じ
ん
で
い
ま
す
。

　
広
大
な
芝
生
広
場
を
通
り
抜
け
、坂
道
を
進

ん
で
い
き
ま
す
。
最
初
は
上
り
坂
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盤
は
下
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虎
の
尾
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畑
が
あ
り
ま
す
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夢
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が
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看
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。
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に
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。
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で
右
に
曲
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り
ま
す
が
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口
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ん
に
勧
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の
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道
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上
が
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い
く
と
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里
を
離
れ
、夜
は
満
天
の
星
空
を
眺
め
る
抜

群
の
開
放
感
で
す
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こ
こ
で
引
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し
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字

路
ま
で
坂
道
を
下
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て
い
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ま
す
。
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軒
の
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を
通
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過
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と
右
手
に
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え
ま
し
た
。
向
井
地
区
の
氏
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社
で
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日
子
根
命
な
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の
ご
祭
神

を
祀
り
、地
元
で〝
八
柱
さ
ん
〞と
呼
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れ
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
道
へ
と
戻
る
と
尾
鷲
市
立
向
井
小
学
校

で
、海
抜
43
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
災
害
時
の
避
難

所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
右
手
に
見
え
る
ビ

分
弱
で
眺
望
の
効
く
高
台
に
出
ま
し
た
。
目

の
前
に
尾
鷲
湾
、そ
の
海
を
取
り
巻
く
よ
う
緑

の
山
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
正
面
に
見

え
る
峰
々
は
、便
石
山
、熊
野
古
道
伊
勢
路
の

馬
越
峠
、天
狗
倉
山
、そ
し
て
オ
チ
ョ
ボ
岩
と
、

そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
の
が
尾
鷲
ト
レ
イ
ル
で
す
」

と
川
口
さ
ん
。
全
長
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、累

積
標
高
差
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
な
る
県
内

屈
指
の
ト
レ
イ
ル
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
眼
下
に
は
、甘
夏
の
段
々
畑
を
利
用
し
た
テ

ン
ト
サ
イ
ト「
キ
ャ
ン
プ
場
ミ
ノ
レ
  」。
白
い

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
が
目
を
惹
き
ま
す
。

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
育
つ
の
は
、〝
森
の
キ
ャ
ビ

ア
〞と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
で
す
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
み
、庚
申
塚
の
あ
る
墓
地

を
過
ぎ
て
、六
地
蔵
で
左
に
曲
が
る
と
観
音
寺

が
あ
り
ま
す
。
元
和
元（
１
６
１
５
）年
に
、市

内
林
町
の
常
聲
寺
５
世
を
迎
え
て
開
山
、天
和

元（
１
６
８
１
）年
に
創
建
さ
れ
た
曹
洞
宗
の

お
寺
で
す
。

　
住
宅
街
を
進
み
、十
字
路
に
出
ま
す
。
コ
ー

ス
は
真
っ
直
ぐ
海
へ
と
向
か
い
ま
す
が
、左
方

面
は
熊
野
古
道
八
鬼
山
へ
と
続
く
道
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
踏
切
を
越
え
、県
道
を
渡
っ
た
先
に
尾
鷲
湾

伊
続
風
土
記
』に
、「
向
井
村
の
辨
財
天
島
」と

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
時
を
経
て
朽
ち
て
い
た

祠
を
昭
和
36（
１
９
６
１
）年
に
向
井
地
区
が

再
建
し
、旧
暦
３
月
３
日
を
祭
礼
日
と
定
め
、

自
治
会
が
毎
年
祭
礼
を
行
って
い
ま
す
。

　
海
沿
い
に
歩
い
て「
三
重
県
立
熊
野
古
道
セ

ン
タ
ー
」の
看
板
で
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
ス
ポ
ッ
ト
、村

嶋
不
動
滝
へ
と
遊
歩
道
を
進
み
ま
す
。
初
夏
、

照
葉
樹
に
囲
ま
れ
た
小
川
を
、大
型
の
野
草
ハ

に
面
し
た「
黒
の
浜
」が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

は
良
質
の
黒
い
砂
が
と
れ
た
よ
う
で
、春
か
ら

初
夏
の
干
潮
時
に
は
潮
干
狩
り
も
楽
し
め
た

よ
う
で
す
。

　
尾
鷲
湾
に
浮
か
ぶ
緑
の
小
島
は
地
元
で〝
べ

ざ
い
さ
ん
〞と
呼
ば
れ
る
弁
財
島
。
潮
が
引
け

ば
島
へ
と
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
島
の
前
に

建
つ
赤
い
鳥
居
を
く
ぐ
って
い
く
と
、山
頂
の
小

さ
な
祠
に
海
上
安
全
、災
難
除
の
弁
財
天
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
弁
財
天
は
七
福
神
の
一
つ
。

い
つ
頃
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る
か
、起
源
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
後
期
の
天
保
10（
１
８

３
９
）年
に
紀
州
藩
が
完
成
さ
せ
た
地
誌『
紀

ン
カ
イ
ソ
ウ
の
黄
色
い
花
が
彩
り
ま
す
。
地

元
で〝
村
嶋
の
滝
〞と
呼
ば
れ
る
村
嶋
不
動
滝

は
、直
下
型
の
美
し
い
滝
。
昔
、行
者
が
修
行

す
る
た
め
に
、不
動
尊
を
祀
り
、小
径
を
付
け

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
た
道
に
戻
り
、な
だ
ら
か
な
石
畳
の
道
を

上
れ
ば
、ゴ
ー
ル
の
古
道
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
尾
鷲
の
海・山
の
眺
望
を
楽
し
み
、小
鳥
の

さ
え
ず
り
や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
た
っ
ぷ
り
の
滝
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。
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海・山
の
眺
望
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
海
と
山
に
囲
ま
れ
、漁
業
や
林
業
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
て

き
た
尾
鷲
市
で
は
、健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マッ
プ
を
市
内
に
20
コ
ー
ス
設
定
。
効
果
的
に
歩
け
る
よ
う
、

運
動
強
度
、歩
数
、消
費
カ
ロ
リ
ー
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
一
つ「
向
井
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
」は
海
と
山
の
雄
大
な
景

色
を
堪
能
で
き
る
ル
ー
ト
。
市
の
南
東
部
に
あ
る
向
井
地

区
に
は
集
客
交
流
拠
点
の「
三
重
県
立
熊
野
古
道
セ
ン

タ
ー
」と「
夢
古
道
お
わ
せ
」が
あ
り
、観
光
資
源
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
、傾
斜
面
に
は
農
地
が
広
がって
い
ま

す
。
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
キ
ャ
ン
プ
場
も
で
き
て
い
ま
す
。

　
前
半
は
上
り
坂
で
す
が
、高
台
か
ら
尾
鷲
湾
と
山
並
み
を

眺
め
、田
園
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
下
り
、海
沿
い
を
通
り

過
ぎ
て
、マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
る
滝
に
寄
り
道
。
尾
鷲

の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

START

■ 行程図　所要時間／約2時間30分 ※所要時間は、おおよその目安です。

約200m 約300m 約1.2km
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丘
陵
地
の
畑
や
キ
ャ
ン
プ
場

海
山
の
絶
景
を
堪
能

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と

滝
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

氏
神
、氏
寺
の
あ
る
住
宅
街
を
抜
け
る

尾
鷲
市

向
井
地
区
周
遊・

向
井
ロ
ン
グ
コ
ー
ス

取
材
・
文
…
中
村 

元
美

約700m約180m 約350m約390m約600m約200m

路線バス「熊野古道センター前」

体力に応じて
コースが選択
できる

「三重県立熊野古道センター」

「夢古道の湯」入り口

「おわせむかい農園」

干潮時に渡れる弁財島

滝までの遊歩道

落差12mの村嶋不動滝

村嶋不動尊を祀る

高台からの眺め

「キャンプ場ミノレ」

氏神の八柱神社

曹洞宗の観音寺

問
　

尾
鷲
市
福
祉
保
健
課
健
康
づ
く
り
係
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弁財島村嶋不動滝・村嶋不動尊 八柱神社観音寺

び
ん

て
ん

ま
ご
せ
と
う
げ

ぐ
ら

さ
ん

や

じ
ょ
う
せ
い
じ

あ
ま

く
ろ

き

ふ

ど

き

い
し
ょ
く

つ

ひ

こ
ね
の
み
こ
と

は
し
ら

し
や
ま

「三重県立熊野古道センター」 「夢古道おわせ」「夢古道の湯」 「おわせむかい農園」 「キャンプ場ミノレ」

黒の浜

「夢古道おわせ」
「夢古道の湯」

八柱神社
観
音
寺

「
黒
の
浜
」

「キャンプ場ミノレ」

弁財島

尾鷲市立
向井小学校

世界遺産熊野古道
八鬼山越え登り口
尾鷲節歌碑

JR紀勢
本線

六
地
蔵

村嶋不動滝
村嶋不動尊
村嶋不動滝
村嶋不動尊

「三重県立熊野古道センター」「三重県立熊野古道センター」

「おわせむかい農園」「おわせむかい農園」

矢
ノ川

岡ノ川

778

今回ご案内
いただいた
のは、健康
ウォーキン
グを推奨し、
毎週「木曜

ウォーキング」を主宰する川口 
洋司さん。熊野古道語り部も
務めています。




